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研ᆮ発

要ಞૼ開発崽崏嵤崢

重要子峘全崚崶嵈崟嵤崙嵛崡情報取得（ଢ଼機ଡ/大学ಉ）

嵣崌崶嵁強化事業（2019-）
嵣崡嵆嵤崰業峘開発嵣実証崿嵕崠崏崗崰（2018ଓ正）

実用化嵣実証開発崽崏嵤崢

ர崿嵑崫崰崽崑嵤嵈峘ଡണ（国ଢ଼ಉ）

嵣水産ଢ଼進事業（2020-2024）

嵣資౺峘ઽૐ岝௬価嵣保ோ岝交ଦ嵣選௷岝崚崶嵈ౣૐಉ峕峲峵新ૠ子峘出
嵣世代യ進岴峲峝崽崏崶崧崌崼嵛崘崽崋嵤嵓崱峘ଡണ（ଢ଼機ଡ/公設）

ர業務峘自動化嵣૨化

生物資౫峘૨的峔௬価ૼ峘開発（ଢ଼機ଡ/大学/民間企業ಉ）

嵣SIP第1期次世代水産業
ୗૼ（2014-2018）
嵣୫事業（-2018）
嵣気動崿嵕（-2019）
嵣新ૼ開発事業（2016-）
嵣ఐଢ଼ાಉ（-2018）

嵣SIP第2期崡嵆嵤崰崸崌崒産業嵣業基ೕૼ（2018-2022） • 崚崶嵈岝ସ情報ಉ峼崯嵤崧化峁岝
崯嵤崧峕基峏岹ர
• 選௷峨峑峼１年峕ಢೠ峁岝品ர
ఃஈ数峼数ે峕向上
• 多峔機関嵣ர家峕峲峵ர
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生産環境

重要ସ峘௬価法峒DNA嵆嵤崓嵤開発（ଢ଼機ଡ/大学ಉ）

ர崽崋嵤嵓崱峘実用化（民間企業ಉ）

生物資౫峘実用化（民間企業ಉ）

崒嵤崨嵤嵉嵤崱ர峘実用化（民間企業ಉ）

民間峘GS受崝嵤崻崡（民間企業ಉ）

崽崏崶崧崌崼嵛崘自動化峕峲峵
選௷ସ峘多化（国ଢ଼/公設ಉ）崽崏崶崧崌崼嵛崘自動化ૼ峘開発（ଢ଼機ଡ/大学/民間企業ಉ）

崚崶嵈情報（DNA嵆嵤崓嵤அ峪）岝ସ௬価க岝୭ಉ峘ர崻崫崘崯嵤崧峘ઽૐ
（ଢ଼機ଡ/大学ಉ）

崽崏崶崧崌崼嵛崘自動化ૼ峘開発（ଢ଼機ଡ/大学/民間企業ಉ）

今後ỉ研ᆮ発ίᏋᆔὉ生産環境ὸ
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• 䝕䞊䝍駆動型育種と新育種技術等の民間活用により多様化する䝙䞊䝈を満たす持続的一次生産を社会実装
【目標】
䞉「強靭な農業シ䝇䝔䝮」の構築に資する生産性の向上を実現する品種開発。
䞉「無駄のない食料消費」の実現に資する䝣䞊䝗䝻䝇を低減する品種開発。
䞉「生物多様性維持と環境保全」の実現に資する、悪条件の農地でも生産可能な品種開発と持続的生産を可能とする生産基盤の整備。

【技術開発】
䞉 䝆䞊䞁䝞䞁クの遺伝資源等を活用し、世界䝖䝑䝥䝺䝧䝹の育種䝡䝑グ䝕䞊䝍を蓄積。
䞉都道府県䞉民間等も含め、効果的な育種が可能となるよう、育種䝡䝑グ䝕䞊䝍や䠝䠥シ䝭䝳䝺䞊䝍䞊と連動する育種䝣ィ䞊䝹䝗を構築。

䠏䠊各分野における䝻䞊䝗䝬䝑䝥 䠄䠏䠅䝞イオ政策

②育種䞉生産環境 産官学バイオ研究＋民間育種

農水省：農林水産研究イノベーション戦略２０２０  2020年5月


